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ラ
ン
ス
な
ど
、
日
常
生
活
の
な
か
に

も
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
が
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
を
改
善
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。

か
ゆ
み

ア
ル
コ
ー
ル
や
香
辛
料
な
ど
の
刺

激
物
、
熱
す
ぎ
る
お
風
呂
に
入
っ
た

と
き
な
ど
に
も
起
こ
り
ま
す
。
爪
を

短
く
切
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
か
ゆ

い
と
き
は
、
や
さ
し
く
さ
す
り
ま

し
ょ
う
。
爪
で
か
く
と
か
ゆ
み
が
広

が
り
ま
す
。

体
を
洗
う
と
き
に
は
、
泡
を
作
っ

て
手
の
ひ
ら
で
広
げ
る
と
良
い
で

す
。
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
を
使
う
と
か

ゆ
み
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
せ
っ
け
ん
は
ベ
ビ
ー
用
の
も
の

を
使
っ
た
り
、
汗
を
か
い
た
ら
す
ぐ

に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
い
う
こ
と

も
、
か
ゆ
み
を
予
防
す
る
た
め
に
は

有
効
な
方
法
で
す
。

一
口
に
皮
膚
疾
患
と
い
っ
て
も
多

く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
乾
燥
す
る

こ
の
季
節
、
ス
キ
ン
ケ
ア
を
し
て
、

皮
膚
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

水
虫
治
療

夏
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
足
の
指
と
指
の
間
の
皮
膚
が
め

く
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
後
、
足
全
体

に
発
症
し
ま
す
。
診
断
は
顕
微
鏡
で

行
い
ま
す
。
治
療
は
３
〜
４
カ
月
間
、

ク
リ
ー
ム
を
塗
り
ま
す
。
水
虫
の
菌

は
湿
気
を
好
む
た
め
、
風
通
し
を
良

く
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

水
虫
は
足
以
外
に
も
発
症
し
ま

す
。
こ
れ
を
体
部
白は
く

癬せ
ん

と
い
い
ま
す
。

塗
り
薬
で
は
治
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

爪
白
癬

爪
の
水
虫
は
多
い
で
す
。
角
質
が

厚
く
な
っ
て
皮
膚
に
食
い
込
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
の
状
態
が
進
み
、
周
り

が
化
膿
し
て
い
き
ま
す
。
放
っ
て
お

く
と
痛
く
て
歩
け
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
も
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

薬
で
治
療
し
ま
す
が
、
貧
血
や
肝

機
能
障
害
な
ど
の
副
作
用
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
血
液

皮
膚
疾
患
を
テ
ー
マ
に
し
た
健
康
講
演
会
が
12
月
２
日
�
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。
講
師
は
、
精
華
町
で
山
村
医
院
を
開
院
さ

れ
て
い
る
山
村
喜
一
医
師
。
皮
膚
の
病
気
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
講
演
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

検
査
を
し
な
が
ら
の
治
療
と
な
り
ま

す
。口

唇
ヘ
ル
ペ
ス

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
風
邪
を
ひ
い
た
り
し
て
疲
れ
て

い
る
と
き
、
顔
に
で
き
ま
す
。
主
に

口
唇
の
周
り
に
で
き
ま
す
。
ピ
リ
ピ

リ
、
チ
ク
チ
ク
、
ム
ズ
ム
ズ
な
ど
の

症
状
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
赤
く

腫
れ
て
水
疱
が
で
き
ま
す
。
飲
み
薬
、

塗
り
薬
で
治
療
し
ま
す
が
、
休
養
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
タ
オ
ル
は
共

有
し
な
い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

帯た
い

状
じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ
ル
ス
が
引
き

起
こ
し
ま
す
。
免
疫
力
が
低
下
し
た

と
き
に
起
こ
る
病
気
で
、
体
中
に
起

こ
り
ま
す
。
神
経
に
沿
っ
て
全
身
に

広
が
り
、
入
院
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
ピ
リ

ピ
リ
と
し
た
痛
み
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
ま
れ
に
が
ん
が
併
発
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
内
科
的
な
検
査
も
す
る
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。

蕁じ
ん

麻ま

疹し
ん

非
常
に
多
く
見
ら
れ
る
皮
膚
疾
患

で
す
。
全
身
に
地
図
状
に
広
が
り
ま

皮
膚
の
病
気
に
か
か
っ
た
ら

皮
膚
の
病
気
に
か
か
っ
た
ら part

137

す
。
ス
ト
レ
ス
で
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
青
魚
、
薬
な
ど
で
も
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
治
療
に
は
、

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
を
使
い
ま
す
。
蕁

麻
疹
が
出
た
ら
、
お
風
呂
は
控
え
る

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
生
も
の
や
山

芋
、
甲
殻
類
、
青
魚
も
控
え
る
ほ
う

が
良
い
で
し
ょ
う
。

手
荒
れ
（
進
行
性
指
掌
角
皮
症
）

別
名
を
「
主
婦
手
湿
疹
」
と
い
い

ま
す
。
主
婦
を
は
じ
め
銀
行
員
、
美

容
師
、
飲
食
店
の
方
な
ど
に
よ
く
発

症
し
ま
す
。
進
行
す
る
と
手
に
亀
裂

が
入
り
、
痛
み
が
生
じ
ま
す
。

症
状
が
軽
い
場
合
は
、
保
湿
を
し

ま
す
。
進
行
し
て
い
る
と
き
に
は
軟

膏
（
ス
テ
ロ
イ
ド
）
や
、
ひ
び
割
れ

修
復
テ
ー
プ
を
使
用
し
ま
す
。
皿
を

洗
う
と
き
な
ど
は
、
ゴ
ム
で
手
が
か

ぶ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
綿
手
袋

を
下
に
着
け
ま
し
ょ
う
。
皮
膚
炎
は

か
く
と
悪
化
す
る
た
め
、
か
か
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

脂
漏
性
湿
疹

赤
く
な
っ
て
か
ゆ
く
な
り
、
フ
ケ

が
出
ま
す
。
フ
ル
フ
ル
菌
と
い
う
カ

ビ
の
一
種
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

専
用
の
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
で
軽

快
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
活
リ

ズ
ム
の
乱
れ
や
ス
ト
レ
ス
、
食
事
バ
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麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
２
〜

４
期
の
予
防
接
種
は
、
接
種
期
間
が

今
年
３
月
31
日
ま
で
（
接
種
回
数
は

１
回
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
接
種
が

ま
だ
の
対
象
者
は
、
こ
の
日
ま
で
に

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

◆
２
期

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
小
学
校

就
学
前
の
方
）

◆
３
期

平
成
８
年
４
月
２
日
〜
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
中
学
校

１
年
生
に
相
当
す
る
方
）

◆
４
期

平
成
３
年
４
月
２
日
〜
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
高
校
３

年
生
に
相
当
す
る
方
）

個
別
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
表

の
指
定
医
療
機
関
に
予
約
後
、
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

接
種
の
際
は
、
必
ず
母
子
健
康
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
接
種
費
用

は
無
料
で
す
。
診
察
時
間
な
ど
は
直

接
、
指
定
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

特
定
健
康
診
査

40
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
申

し
込
み
先
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
保
険
者
で
す
。
精
華
町
で
は

精
華
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
、
生
活

保
護
世
帯
の
方
が
対
象
で
す
。
そ
の

ほ
か
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
そ
の
健
康
保
険
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
各
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診

が
ん
検
診
は
、
健
康
保
険
の
種
類

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
受
診
日
時
点

で
精
華
町
に
住
民
票
が
あ
る
対
象
の

方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま

す
。

精
華
町
の
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

健
診
申
込
書
に
希
望
す
る
健
診
名

と
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
直

接
、
ま
た
は
郵
送
で
、
４
月
23
日
�

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
消

印
有
効
）。
健
診
申
込
書
は
平
成
22

年
度
版
「
家
族
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

や
本
誌
来
月
号
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

衛
生
課
な
ど
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

５
年
間
分
の
健
診
を
ま
と
め
て
申

し
込
め
る
「
健
診
登
録
制
度
」
も
あ

り
ま
す
。
登
録
制
度
を
す
で
に
申
し

込
み
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
込
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
平
成
22
年
度
版
「
家
族

の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」、
ま
た
は
本

誌
来
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

整形外科・一般内科・消化器科・循環器科・外科・小児科 
脳神経外科・泌尿器科・神経内科・眼科・耳鼻咽喉科 
リハビリテーション科・リウマチ科・皮膚科・放射線科 
脊椎・脊髄センター・健診センター・人工透析センター 
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す
す
ん
で

す
す
ん
で 

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う 

す
す
ん
で

す
す
ん
で 

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う 

す
す
ん
で 

受
け
ま
し
ょ
う 

特
定
健
診
・ 

各
種
が
ん
検
診 

 

梅田小児科医院 

コマダ診療所 

創愛クリニック 

平田内科医院 

藤村医院 

堀井こどもクリニック 

芳川医院 

 

桜が丘四丁目23番地６ 
菱田宮川原10番地
精華台三丁目12番地２ 
光台七丁目14番地３ 
祝園砂子田２番地１ 

祝園西一丁目６番地５ 

桜が丘三丁目24番地７ 

医療機関名 

7 3 _ 9 2 3 1
9 3 _ 1 7 8 7
9 5 _ 9 1 7 1
9 5 _ 3 4 0 0
9 4 _ 5 7 7 0
9 3 _ 3 6 2 6
7 1 _ 0 0 1 4

電話番号 所在地 

�指定医療機関(50音順)
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介
護
予
防
の
た
め
心
と
体
の
健
康

度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
質
問
票
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
＝
上
表
＝
を
３

月
中
旬
、
65
歳
以
上
の
方
へ
郵
送
し

ま
す
。
ご
記
入
の
う
え
、
４
月
１
日

�
ま
で
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。
返

信
し
て
い
た
だ
い
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
必
要

な
方
に
は
生
活
機
能
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
受
診
結
果
で
、
生

活
機
能
の
向
上
が
必
要
と
さ
れ
た
方

に
は
、
介
護
予
防
事
業
を
お
勧
め
し

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

は
、
町
の
各
種
健
（
検
）
診
の
申
し

込
み
と
合
わ
せ
て
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
対
象
者

に
個
別
で
通
知
し
ま
す
。

介
護
予
防
と
は
、
元
気
な
う
ち
か

ら
介
護
を
必
要
と
し
な
い
生
活
を
目

指
し
て
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
将
来
的
に
介
護
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
高
齢
者

に
、
介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
、
い

き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
行
い
ま
す
。

生
活
機
能
と
は
？

体
や
心
の
機
能
（
心
身
機
能
）
に

加
え
て
、
日
常
生
活
の
動
作
や
家
事

や
仕
事
を
こ
な
す
能
力
、
さ
ら
に
家

庭
や
社
会
で
の
役
割
な
ど
を
含
む
総

合
的
な
機
能
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

対
象
者
は
？

今
年
６
月
１
日
の
時
点
で
65
歳
以

上
の
方
の
う
ち
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
で
す
。

流
れ
は
？

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
回
答

結
果
に
よ
り
、
生
活
機
能
検
査
の
受

診
が
必
要
と
さ
れ
た
方
に
は
、
４
月

中
に
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
受

診
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
な
か
で
、

生
活
機
能
の
向
上
が
必
要
と
さ
れ
た

方
に
は
、
介
護
予
防
事
業
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
介
護
保
険
係

（
4

９
５
―
１
９
０
４
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

健康維持増進のために 
65歳以上町助成券取扱い治療所 

TEL･FAX　93-3108 
 

祝園はりアキ　祝園鍼灸院 祝園はりアキ　祝園鍼灸院 

日、祝、第２・４土曜休み 
京都府鍼灸師会会員　菊池暁子 

 
9:00～12:30

17:00～19:30

月 
○ 
○ 

火 
○ 
／ 

水 
／ 
○ 

木 
○ 
／ 

金 
○ 
○ 

土 
△ 
／ 

65
歳
以
上
に
郵
送 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す 

４月１日まで 

質問項目 
バスや電車で１人で外出していますか 
日用品の買物をしていますか 
預貯金の出し入れをしていますか 
友人の家を訪ねていますか 
家族や友人の相談にのっていますか 
階段を手すりや壁を伝わらずに昇っていますか 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 
15分位続けて歩いていますか 
この１年間に転んだことがありますか 
転倒に対する不安は大きいですか 
６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか 
身長(　　　　)cm　　体重(　　　　)Kg 
半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 
お茶や汁物などでむせることがありますか 
口の渇きが気になりますか 
週に１回以上は外出していますか 
昨年と比べて外出の回数が減っていますか 
周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 
今日が何月何日かわからない時がありますか 
(ここ２週間)毎日の生活に充実感がない 
(ここ２週間)これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 
(ここ２週間)以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 
(ここ２週間)自分が役に立つ人間だと思えない 
(ここ２週間)わけもなく疲れたような感じがする 

０．はい 
０．はい 
０．はい 
０．はい 
０．はい 
０．はい 
０．はい 
０．はい 
１．はい 
１．はい 
１．はい 
 
１．はい 
１．はい 
１．はい 
０．はい 
１．はい 
１．はい 
０．はい 
１．はい 
１．はい 
１．はい 
１．はい 
１．はい 
１．はい 

１．いいえ 
１．いいえ 
１．いいえ 
１．いいえ 
１．いいえ 
１．いいえ 
１．いいえ 
１．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
 
０．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
１．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
１．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 
０．いいえ 

 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

いずれかに○ 
基本チェックリスト
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ワクチン接種の効果とリスク
ワクチン接種は、重症化や死亡の防止には一定の効果
が期待できます。ただし、感染を防ぐ効果は証明されて
おらず、接種したからといって、感染しないわけではあ
りません。接種後、はれたり、発熱の症状が出たり、ま

れに重篤な症状を引き起こす可能性もあります。この点
をご理解のうえ、個人のご判断で接種していただくよう
お願いします。
※新型インフルエンザのワクチンに関するＱ＆Ａは、厚
生労働省ホームページに掲載されています。

■新型インフルエンザ予防接種公表医療機関(精華町内)
※精華町内に限らず、全国の新型インフルエンザ予防接
種受託医療機関で受けられます。

・精華町国民健康保険病院
祝園砂子田　　　　(4 94_2076)

・学研都市病院
精華台七丁目　　　(4 98_2123)

・コマダ診療所
菱田宮川原　　　　(4 93_1787)

・下里医院
山田下川原　　　　(4 72_1212)

・平田内科医院
光台七丁目　　　　(4 95_3400)

・藤村医院
祝園砂子田　　　　(4 94_5770)

・松川耳鼻咽喉科医院
桜が丘四丁目　　　(4 72_8851)

※医療機関により接種対象の年齢が異なります。

３月31日(水)までに申請手続きを
■新型インフルエンザ接種費用の助成
新型インフルエンザ予防接種の費用について、接種対
象者の方で、生活保護世帯と町民税非課税世帯(世帯全
員が該当のこと)の方は、無料で受けられます。
※無料接種の対象者で、昨年１月１日以降に精華町へ転
入された方は、衛生課までお問い合わせください。
�府内の医療機関で接種する場合
京都府内の医療機関で接種する場合は、医療機関に予
約後、３月31日(水)までに衛生課窓口で公費負担申請を
してください。申請後、該当するかを確認後、「新型イ

ンフルエンザ予防接種券」をお渡しします。接種の際に
医療機関へ提出してください。
※すでに接種された方はご相談ください。
�府外の医療機関で接種する場合
京都府外の医療機関で接種する場合は、接種後、次の
ものをお持ちのうえ、３月31日(水)までに衛生課で手続
きをしてください。必要書類を受理後、審査を経てお支
払いします。
・新型インフルエンザ予防接種済証
・接種時に医療機関が発行した領収書(新型インフル
エンザ接種の金額がわかるもの)
・印鑑(認印)
・接種者名義の銀行の通帳
・新型インフルエンザ予防接種公費負担申請書、新型
インフルエンザ予防接種費助成請求書を提出してい
ただきます。(衛生課に置いています)

○問い合わせ
衛生課 保健衛生係(4 95_1905・6 95_3974)

新型インフルエンザ相談窓口
◆京都府新型インフルエンザインフォメーションセンター
(4 075_414_5400・平日午前８時30分～午後８時)
(6 075_414_5922)
◆京都府ホームページ　
http://www.pref.kyoto.jp/shinflu/
◆厚生労働省の電話相談窓口
(4 03_3501_9031・平日午前10時～午後６時)
(6 03_3501_9044)
◆厚生労働省ホームページ
http://www.mhlw.go.jp

新型インフル 

＜接種費用＞ 
3600円 
２回接種の方で、１回目と同じ医療機関の場合　　2550円 
　　　　　　　　１回目と異なる医療機関の場合　3600円 
※１歳未満の小児は、予防接種によって免疫をつけることが難しいため、その保護者を優先的に接種することとして 
　います。しかし、１歳未満の小児にワクチン接種は推奨されませんが、有益性とリスクを十分に考慮したうえでワ 
　クチン接種を行うことは差し支えないという国の見解が出ています。 
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現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
一
般
被
保
険
者
の
方
は「
あ
さ
ぎ
色
」、

退
職
被
保
険
者
の
方
は
「
藤
色
」）
は
、

有
効
期
限
が
今
年
３
月
31
日
�
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
４
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ

く
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
３
月
中
に

各
加
入
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
４
月
に

入
っ
て
も
お
手
元
に
新
し
い
被
保
険
者

証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
住
民
課
国
保

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
型
に

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
こ

れ
ま
で
１
世
帯
に
１
枚
で
し
た
が
、
今

回
、
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
型
に
変
わ

り
ま
す
。

保
険
証
の
表
面
の
色
は
一
般
・
退
職

共
に
オ
レ
ン
ジ
色
で
す
。

届
い
た
ら
、
ま
ず
内
容
確
認
を

新
し
い
カ
ー
ド
型
の
保
険
証
は
３
月

中
に
、
世
帯
全
員
分
を
世
帯
主
の
方
に

簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
・
氏
名

な
ど
記
載
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
裏
面
の
注
意
事
項
も
お
読
み
く
だ

さ
い
。
万
一
、
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
住
民
課
国
保
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

郵
便
物
の
あ
て
名
は
、
国
民
健
康
保

険
未
加
入
者
で
も
世
帯
主
の
方
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
送
り
す
る
保
険
証
は
国

民
健
康
保
険
加
入
者
分
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
た
め
、

配
達
日
に
不
在
だ
っ
た
場
合
、
郵
便
局

に
留
め
置
き
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
不
明
な
場
合
に
は
、
お
手
数
で

す
が
住
民
課
国
保
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
世

帯
に
は
、
通
常
の
被
保
険
者
証
で
は
な

く
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
ま
た
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
資
格

証
明
証
」
の
交
付
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
対
象
世
帯
に
は
、
別
途
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
ま
す
。

70
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者
の
方
が
医

療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
こ
の
カ
ー

ド
型
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
医
療

機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

便
利
に
な
り
ま
す

保
険
証
が
１
人
に
１
枚
あ
り
ま
す
の

で
、
家
族
が
同
じ
時
間
に
別
々
の
医
療

機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旅

行
な
ど
で
家
を
離
れ
る
場
合
も
、
持
っ

て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

銀
行
の
カ
ー
ド
な
ど
と
同
じ
サ
イ
ズ

で
す
の
で
、
財
布
な
ど
へ
入
れ
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
を
確
認
し
て

保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
24
年
３

月
31
日
で
す
。
有
効
期
限
ま
で
に
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
へ
の
移
行

や
、
退
職
者
医
療
制
度
該
当
か
ら
一
般

証
へ
の
切
り
替
え
な
ど
に
伴
い
、
有
効

期
限
が
短
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

注
意
点

今
回
の
カ
ー
ド
化
に
伴
い
、
保
険
証

の
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

４
月
１
日
以
降
、
有
効
期
限
を
過
ぎ

た
旧
保
険
証
は
、
必
ず
裁
断
し
て
廃
棄

す
る
か
、
住
民
課
国
保
係
に
お
返
し
く

だ
さ
い
。

異
動
届
を
忘
れ
ず
に

社
会
保
険
へ
の
加
入
や
世
帯
内
に
異

動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
住

民
課
国
保
係
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
社
会
保
険
に
加
入
（
扶
養
も
含

む
）
し
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
と
職
場
の
保
険
証
を
お
持

ち
に
な
り
、
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
国

民
健
康
保
険
税
が
課
せ
ら
れ
た
ま
ま
と

な
り
、
督
促
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は

簡
易
書
留
は
、
郵
便
物
が
直
接
手
渡

さ
れ
ま
す
。

例
年
、
保
険
証
が
届
か
な
い
と
の
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
配
達
状
況
を

確
認
す
る
と
、
既
に
受
け
取
ら
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
て
名
は
世
帯

主
の
方
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
一

度
、
ご
家
庭
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。不

在
の
場
合
は
不
在
連
絡
票
が
投
函

さ
れ
ま
す
の
で
、
再
配
達
の
連
絡
を

し
、
都
合
の
よ
い
日
時
に
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

70
〜
74
歳
の
自
己
負
担

今
年
４
月
〜
来
年
３
月
の
一
年
間
、

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担

割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。
既

に
３
割
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
を
除
き

ま
す
。

こ
れ
に
併
せ
、
70
〜
74
歳
の
前
期
高

齢
者
の
方
全
員
へ
、
新
し
い
カ
ー
ド
型

保
険
証
と
一
緒
に
、
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
係

（
4

９
５
―
１
９
１
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

729時間額729円 
○問い合わせ　京都労働局 労働基準部 賃金室 (4 075_241_3215・6 075_241_3222)

に改定 
しました 
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４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催
す

る
第
28
回
総
合
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。全

15
競
技
の
開
催
予
定
は
次
の
通

り
で
す
。

▼
４
月

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
小
学
生
）
・
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年
野
球

▼
５
月

ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
テ
ニ

ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
・
卓
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
一
般
）

▼
６
月

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

▼
８
月

ボ
ウ
リ
ン
グ

▼
10
月

空
手

申
し
込
み
は
、
む
く
の
き
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
置
い
て
い
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加

費
を
添
え
て
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ゴ
ル
フ
の
み

フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で

す
。受

付
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
※
）
で
す
。
申
込
用
紙
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
・
休
館
日
を
除
き

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

精
華
町
体
育
協
会
事
務
局
（
む
く

の
き
セ
ン
タ
ー
内
）

（
4

９
８
―
０
２
０
０
）

（
6

９
８
―
０
１
１
８
）

ソフトバレーボール
�日　　時 ４月18日(日) 午後１時～６時
�場　　所 むくのきセンター アリーナ
�対 象 者 町内在住・在勤で中学生以上の方
�種　　目 女子の部・混合の部
�申込期間 ３月15日(月)～４月９日(金)
�参 加 費 １チーム1500円
�運　　営 精華町ソフトバレーボール連盟
�そのほか ・混合の部は、男２人女２人が常時コー

トでプレーします。
・なるべく６人以上でお申し込みくださ
い。

精華町ソフトバレーボール連盟
審判講習会

�日　　時 ４月18日(日) 午前９時～正午
�場　　所 むくのきセンター アリーナ
�対 象 者 第28回総合スポーツフェスティバル参加

チームのメンバーで、中学生以上の町内
在住・在勤の方
※町外の方は、体育協会加盟クラブ員に
限ります。

�申込期間 ３月15日(月)～４月９日(金)
�参 加 費 無料
�運　　営 精華町ソフトバレーボール連盟

※運動できる服装でお越しください。

少年野球
�日　　程 ４月24日(土)

雨天予備日：４月25日(日)
�場　　所 東光小学校 グラウンド
�対 象 者 町内在住の小学生
�申込期間 ４月６日(火)～４月16日(金)
�参 加 費 １チーム2000円
�運　　営 精華町少年野球連盟

ゴルフ
�日　　程 ５月11日(火)(雨天決行)
�場　　所 美加ノ原カンツリークラブ
�対 象 者 町内在住・在勤の方

※精華町ゴルフ協会会員に限ります。
�定　　員 先着30組(120人)

※できるだけ４人一組でお申し込みくだ
さい。

�プレー費 １人8500円(昼食代など)
�会　　費 １人3000円(当日徴収)
�申込期間 ３月15日(月)～４月９日(金)
�競技方法 Wペリア方式・セルフプレー
�運　　営 精華町ゴルフ協会

第28回精華町総合スポーツフェスティバル 

４月１日、むくのき休館
むくのきセンターは４月１日(木)、備品・設備点
検などのため、臨時休館となります。同日はトレー
ニング室を含むすべての施設が利用できませんので
ご注意ください。

○問い合わせ
生涯学習課 社会体育係
(むくのきセンター内)
(4 98_0200・6 98_0118)
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今まで歩数計をつけたことはありますか。歩数計をつけ
てみると、普段の生活では意外と歩いていないことに気づ
いたり、続けて歩くことの励みになったり、いろんな発見
があります。おしゃべりを楽しんだり、きれいな景色を見
ながら歩くと、自然に歩数も増えてきます。楽しみなが
ら、歩数計を持って歩いて、みんなで健康になりましょ
う。

�日　　時 ３月24日(水) (小雨決行・雨天中止)
午前10時、東畑集会所に集合
午後０時30分、同集会所で解散予定
※解散時間が遅くなるので、必要な方は軽食
をお持ちください。

�コ ー ス 東畑地区(東畑集会所→鳥谷池→専光寺→東
畑神社→東畑集会所＝約５キロメートル)

�定　　員 先着30人

�持 ち 物 お茶・動きやすい服装・くつ・歩数計
※歩数計の種類は問いません。携帯電話の機
能でもOKです。お持ちでない方には、お
貸しします。ただし、数に限りがあるた
め、希望者多数の場合は抽選になります。

�申込期間 ３月18日(木) 午後５時まで
�申込方法 電話で下記のところへ。
�そのほか 集合場所(東畑集会所)には駐車場がありませ

んので、公共交通機関をご利用ください。
・精華くるりんバス「東畑」下車　徒歩１分
・奈良交通「光台八丁目」下車　徒歩約15分

○申し込み・問い合わせ
衛生課 保健衛生係
(4 95_1905・6 95_3974)

相
楽
医
師
会
に
よ
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
接
種
が
１
月

17
日
�
と
２
月
７
日
�
の
両
日
、

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

町
内
の
小
学
生
と
町
立
中
学
校
の

生
徒
の
う
ち
希
望
者
約
６
０
０
人

が
受
け
ま
し
た
＝
写
真
。

火災報知器承ります 

税務・会計、相続・贈与、会社設立、建設業許可他 
http: / /www.fuj iharakaikei .com/

木津川市木津宮ノ内95_9　いずみホール前 

☎ 0774-72-7711(代)　P有り 

MARCH

せいか健康づくり宣言 せいか健康づくり宣言 

お持ちの原動機付自転車や軽自動車などが、紛失や盗難に遭
われた方、廃車を予定されている方は、下記のところで３月末
までに必ず手続きをしてください。
４月以降に手続きされると、４月１日現在で算定される平成

22年度の軽自動車税が課税されますのでご注意ください。

○手続き・問い合わせ
�精華町役場 税務課 住民税係
（4 95－1916・6 95－3974）
�全国軽自動車検査協会京都事務取扱所
（4 075－691－6516）
�京都運輸支局
（4 050－5540－2061）

原付・軽自動車の 
廃車など 

� 

� 
 
� 

 
� 
 

 
� 
 

軽自動車（三輪、四輪） 
軽二輪車（126～250�） 
小型二輪車（250�超） 

原付バイク（125�以下） 
小型特殊（テーラーなど） 

名義変更 廃車先 種　　別 

新
型
イ
ン
フ
ル 



せ
い
か
健
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か
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康
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せ
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か
健
康
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ム
２
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３
月
18
日
、町
交
流

町
交
流
ホ
ー
ル
で 
３
月
18
日
、町
交
流
ホ
ー
ル
で 
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50
代
、
60
代
の
シ
ニ
ア
の
方
を
中
心
と
し

た
、
健
康
に
な
る
た
め
の
集
ま
り
で
す
。
多

く
の
仲
間
た
ち
が
、
知
恵
や
技
能
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
モ
ノ
作
り
を
し
た
り
、
簡
単
な

料
理
や
お
菓
子
を
作
っ
て
は
、
お
い
し
く
食

べ
な
が
ら
の
語
ら
い
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
と
も
に
懐
か
し

い
歌
を
大
き
な
声
で
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
に

熱
中
し
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
し
て
、
心

と
体
の
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
た
。
青
春
18

切
符
の
旅
で
は
、
日
帰
り
で
行
け
る
名
所
旧

跡
な
ど
を
訪
ね
、
道
中
の
お
し
ゃ
べ
り
に
花

を
咲
か
せ
な
が
ら
、
お
互
い
の
元
気
を
実
感

し
ま
し
た
。

多
く
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

「
さ
あ
！
こ
れ
か
ら
塾
」

あなたにとって、健康のために大切なものは何ですか。大
切にしているものは人それぞれ。“ひけつ”を見つけにきて
ください。

�日時
３月18日(木)
◆第１部：午後１時30分～３時20分
◆第２部：午後３時25分～４時
�場所
精華町交流ホール(町役場２階)
�内容
◆第１部(講演)
「“健康のために大切なもの”を考えよう～精華町元気
生活チェックの結果から～」
精華町民1600人のアンケート結果を見ながら考えます。
講師：人間科学研究所・志賀誠治
「“ひけつ”を学ぼう！」
発表者：健康増進プロジェクトの皆さん
健康体操(せいかいちご体操)や爆笑食育劇などで、動い
て笑ってパワーをお届けします。
◆第２部(交流会)
◆そのほか
あすなろ会(食生活改善推進員協議会)による、簡単ヘル
シーおやつの試食・紹介　ほか

�申込方法
電話、または直接、衛生課へ。

４
月
か
ら
１
年
間
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
自
分
か
ら
元
気
に
な
れ
る
こ
と
、
み
ん
な
が
元

気
に
な
れ
る
こ
と
を
形
に
し
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
思
い
、
ア
イ
デ
ア
が
健
康
の
”ひ
け
つ
“
と

し
て
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
は
、
上
記
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

な
情
報
や
知
識
を
得
た
り
、
話
し
相
手
が
で

き
、
友
達
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
少
し
で

も
楽
し
い
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
　
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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「
里
山
」
と
聞
い
た
だ
け
で
わ
く
わ
く
す
る

仲
間
が
集
ま
り
、
東
畑
の
里
山
ゾ
ー
ン
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
１
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

下
草
刈
り
や
畑
作
り
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

せ
い
か
祭
り
で
は
、
里
山
の
木
の
実
や
枝
を

使
っ
て
の
手
作
り
小
物
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

里
山
に
入
る
だ
け
で
、
気
分
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
精
華
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園

で
約
１
３
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
に
、「
あ
さ

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
と
寸
劇
を
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
劇
団
メ
ン
バ
ー
７
人
が
、
保
育

所
や
幼
稚
園
で
「
よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
公
演
を
し
ま
し
た
。
劇
に
よ

り
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
姿
に
、
劇
団
員
は
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

体
操
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
成
20
年
の
グ

ル
ー
プ
結
成
か
ら
メ
ン
バ
ー
全
員
の
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
体
操
作
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

完
成
し
た
「
い
ち
ご
体
操
」
を
町
民
体
育

大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
す

る
ほ
か
に
、
食
育
劇
団
も
ぐ
も
ぐ
と
一
緒
に

幼
稚
園
や
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
さ
ら
に
成
人
か
ら
高
齢
者
向

け
の
体
操
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
真
っ
最

中
で
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
、
体
操

を
通
し
て
、
体
を
動
か
す
喜
び
を
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

歩
数
計
を
つ
け
て
、
歩
く
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

月
に
１
回
は
、
季
節
を
感
じ
た
り
、
歴
史

を
学
び
な
が
ら
、
み
ん
な
で
歩
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
少
し
遠
出
を
し
て
、
奈
良
や
宇

治
に
出
か
け
ま
し
た
。

歩
く
こ
と
で
健
康
に
な
れ
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
季
節
や
自
然
、
歴
史
を
学
び
、
喜
び

を
味
わ
え
る
こ
と
も
、
健
康
の
ひ
け
つ
で
す
。

食
育
劇
団
も
ぐ
も
ぐ

せ
い
か
い
ち
ご
体
操

わ
く
わ
く
健
康
里
山
の
会

い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
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肝
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手

帳
が
今
年
４
月
か
ら
、
交
付
さ
れ
ま

す
。
詳
し
い
手
続
き
方
法
や
認
定
基

準
の
内
容
、
指
定
医
の
い
る
医
療
機

関
な
ど
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機

能
障
害
の
あ
る
方

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療

法
を
受
け
て
い
る
方

▼
申
請
方
法

申
請
書
・
診
断
書
・
顔
写
真
（
縦

４
�
×
横
３
�
）
を
福
祉
課
へ
。

※
診
断
書
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

指
定
医
が
作
成
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

▼
認
定
基
準

主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重
症

度
分
類
で
あ
るC

hild-Pugh

分
類

（
注
）
に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。

３
カ
月
以
上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当

す
る
方
が
、
概
ね
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
診
断
前
の
６
カ
月
間
に
ア
ル

コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
る
方
な

ど
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
肝
性
脳
症
・
腹
水
・
血
清
ア

ル
ブ
ミ
ン
値
・
プ
ロ
ト
ロ
ン

ビ
ン
時
間
・
血
清
総
ビ
リ
ル

ビ
ン
値
に
よ
っ
て
、
肝
臓
機

能
障
害
の
重
症
度
を
評
価
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

◆
精
華
町
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
4

９
５
―
１
９
０
４
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

◆
京
都
府
障
害
者
支
援
課

（
4

０
７
５
―
４
１
４
―
４
７

３
３
）

障
害
者
の
方
へ
の
タ
ク
シ
ー
料
金

や
ガ
ソ
リ
ン
代
の
一
部
助
成
と
し

て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
同
券
の
交
付
を
受

け
ら
れ
た
方
に
は
、
既
に
案
内
文
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
２
月
26
日
�

の
期
限
ま
で
に
利
用
券
交
付
申
請
書

を
提
出
し
な
か
っ
た
方
や
辞
退
し
て

い
た
方
、
新
た
に
該
当
者
に
な
っ
た

方
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

◆
町
内
在
住
・
在
宅
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

・
視
覚
の
障
害
程
度
が
１
級
ま

た
は
２
級
の
方

・
下
肢
ま
た
は
移
動
機
能
の
障

害
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級

の
方

※
一
上
下
肢
の
障
害
程
度

が
、
１
・
２
級
の
う
ち
下

肢
の
障
害
程
度
が
３
級
の

方
を
含
み
ま
す
。

・
体
幹
機
能
の
障
害
程
度
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
方

・
心
臓
、
ま
た
は
じ
ん
臓
、
呼

吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸

の
機
能
の
障
害
程
度
が
１
級

の
方

◆
町
内
在
住
・
在
宅
で
、
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の

う
ち
、
障
害
の
程
度
（
総
合
判

定
）
欄
に
「
Ａ
」
の
記
載
が
あ

る
方

◆
町
内
在
住
・
在
宅
で
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

▼
利
用
期
間

平
成
22
年
４
月
〜
23
年
３
月

▼
申
請
方
法

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
と
印
鑑

を
お
持
ち
の
う
え
、
左
記
の
と
こ

ろ
へ
。

※
対
象
者
ご
本
人
が
窓
口
で
申
請

さ
れ
る
場
合
、
印
鑑
は
不
要
で

す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
4

９
５
―
１
９
０
４
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

３
月
期
の
福
祉
手
当
（
昨
年
11
月

〜
今
年
２
月
分
）
の
口
座
振
り
込
み

日
は
３
月
31
日
�
で
す
。

振
り
込
み
先
金
融
機
関
を
変
更
さ

れ
て
い
る
方
は
至
急
、
次
の
と
こ
ろ

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
申
請
し
て
い
な
か
っ
た

方
や
辞
退
し
て
い
た
方
、
新
た
に
該

当
者
に
な
っ
た
方
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

・
本
町
に
住
所
が
あ
る
18
歳
以
上

の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

等
級
が
１
・
２
級
の
方

・
本
町
に
住
所
が
あ
る
18
歳
以
上

の
方
で
、
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

・
本
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

○
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
4

９
５
―
１
９
０
４
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

申
請
を
受
付
中 

福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
（
平
成
22
年
度
分
）

福
祉
手
当
を

受
け
て
い
る
方
へ
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昨
年
10
月
１
日
�
か
ら
全
国
一
斉
に

始
ま
っ
た
赤
い
羽
根
募
金
は
、
精
華
町

で
は
２
５
８
万
４
１
１
０
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
全
額
、
京
都
府

共
同
募
金
会
へ
納
入
し
、
来
年
度
の
福

祉
活
動
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
12
月
１
日
�
か
ら
同
じ
く
全

国
一
斉
に
始
ま
っ
た
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
は
、
精
華
町
で
２
９
２
万
８
３
１

９
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
募
金
は
、
事
務
費
を
差
し

引
き
、
精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

じ
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ
の

お
見
舞
金
や
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
助
成

事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

精
華
町
共
同
募
金
会
事
務
局
（
精
華

町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
4

９
４
―
４
５
７
３
）

（
6

９
３
―
２
２
７
８
）

MARCH

給食費など援助給食費など援助

町内の土地の価格や家屋の価格などを掲載している縦覧
帳簿が来月１カ月間、税務課で縦覧いただけます。お持ち
の固定資産とほかの固定資産を比較したい場合などにご利
用ください。
�日　　時 ４月１日(木)～30日(金)

午前８時30分～正午・午後１時～５時
※土・日・祝日を除きます。

�場　　所 税務課（町役場２階）
�対 象 者 町内にある土地や家屋の固定資産税の納税

者、納税者と同一世帯の親族、納税者からの
委任状をお持ちの方

�内　　容 ◆土地　所在・地番・地目・地積・価格
◆家屋　所在・家屋番号・種類・構造・建

築年・床面積・価格
※償却資産の帳簿はありません。
※課税されていない土地や家屋の掲載はあり
ません。
※所有者名や税額など、個人情報に該当する
事項の掲載はありません。

�持 ち 物 運転免許証など、本人であることが証明でき
るもの
※納税者が法人の場合には、法人の委任状が
必要です。

○問い合わせ
税務課 固定資産税係
（4 95－1916・6 95－3974）

土地・家屋の価格帳簿 

縦覧いただけます縦覧いただけます 

経済的な理由で子どもの義務教育費の負担が困難な方
に、経費の一部を援助します。

�援助内容
学用品費・給食費・校外活動費・新入学学用品費・修学
旅行費
※生活保護を受けている世帯には、申請によって修学旅
行費と医療費の一部も援助します。

�対 象 者
・生活保護を受けている世帯
・町民税の非課税世帯
・児童扶養手当の支給を受けている世帯
・生活保護を受けていないが、それに準ずる程度の経済
的に困難な状況にあり、収入などが生活保護基準額の
1.2倍以下である世帯

�申請期間
３月19日(金)まで
�申込方法
申請書に必要事項を記入のうえ、世帯全員の町・府民税
課税証明書、または児童扶養手当証書の写しを添えて直
接、町内小・中学校、または下記のところへ。

○問い合わせ
学校教育課 学校教育係
（4 95_1906・6 94_5176）

赤
い
羽
根
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金 

平
成
21
年
度
京
都
府
統
計
功
労
者

表
彰
式
が
１
月
26
日
�
、
京
都
市
ア

バ
ン
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
精

華
町
で
は
光
台
八
丁
目
の
山
戸
聡
子

さ
ん
と
南
地
区
の
傍
嶋
貞
利
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
統
計
調

査
へ
の
長
年
に
わ
た
る
多
大
な
功
績

に
対
し
て
、
総
務
大
臣
表
彰
と
京
都

府
統
計
協
会
会
長
表
彰
を
、
そ
れ
ぞ

れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
企
画
係

（
4

９
５
―
１
９
０
０
）

（
6

９
５
―
３
９
７
１
）

統
計
調
査
に
長
年
の
功
績

統
計
調
査
に
長
年
の
功
績
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「
第
59
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
京
都
府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
、
精
華
町
か
ら
は
精
華
台
小

学
校
６
年
生
・
高
松
美
帆
さ
ん
が
小
学

生
の
部
「
京
都
府
推
進
委
員
会
委
員
長

（
京
都
府
知
事
）
賞
」、
同
・
橘
香
奈
江

さ
ん
が
「
京
都
新
聞
社
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
次

代
を
担
う
全
国
の
小
中
学
生
に
同
運
動

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。「
日
常
の
家

庭
生
活
や
学
校
生
活
の
な
か
で
体
験
し

た
こ
と
を
も
と
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど

に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
」
が
作
文
の
テ
ー
マ
で
、
コ
ン
テ
ス

ト
は
今
回
で
17
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
京
都
府

内
全
域
か
ら
小
学
生
２
８
５
３
人
、
中

学
生
２
５
１
４
人
が
応
募
し
ま
し
た
。

２
人
の
入
賞
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
作
文
が
一
人
で
も
多
く
の
人

に
読
ま
れ
、
そ
し
て
青
少
年
の
健
全
育

成
・
非
行
防
止
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
生
の
部
・
京
都
府
推
進
委
員
会

委
員
長
（
京
都
府
知
事
）
賞

「
あ
い
さ
つ
は
、
笑
顔
を
作
る
魔
法
の

言
葉
」

精
華
台
小
学
校
６
年
　
高
松
　
美
帆

最
近
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
子
供
が

た
く
さ
ん
い
る
と
母
か
ら
聞
き
ま
し

た
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
こ

ん
に
ち
は
。」「
こ
ん
ば
ん
は
。」
主
な

あ
い
さ
つ
は
こ
の
三
つ
。（
ど
う
し
て
、

こ
の
三
つ
を
言
え
な
い
か
が
わ
か
ら
な

い
。）
と
母
が
い
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
母
に
「
知
ら
な
い
人
に
で
も
あ
い

さ
つ
を
し
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
自
分
か
ら
声
を
か
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
近
所
で
は
、
班
に
並
ぶ

前
、
家
の
前
に
集
合
し
ま
す
。
一
番
初

め
に
か
わ
す
言
葉
は
、「
お
は
よ
う
、

に
し
よ
う
。」
と
い
う
ル
ー
ル
を
決
め

て
い
ま
す
。
み
ん
な
、
ね
む
そ
う
な
声

で
「
お
は
よ
う
。」
と
い
つ
も
い
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
の
顔
を
見

て
、「
お
は
よ
う
。」
と
言
う
と
、
あ
い

さ
つ
を
し
た
後
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
み

ん
な
の
笑
顔
を
み
る
と
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
そ
れ
に
（
よ
し
、
今
日
も

一
日
が
ん
ば
ろ
う
。）
と
思
え
ま
す
。

集
合
し
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
い
う

ル
ー
ル
を
決
め
て
か
ら
、
知
ら
な
い
人

に
あ
い
さ
つ
を
し
な
か
っ
た
小
さ
い
子

た
ち
も
、
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
少
し
づ
つ
、
言
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
う
れ
し
い
話
が
あ
り
ま

す
。い

つ
も
、
道
路
に
立
っ
て
あ
い
さ
つ

を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
老
夫
婦
が
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
に
い
つ
も
笑
顔
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
、

「
家
は
ど
こ
に
あ
る
の
。」

と
聞
か
れ
た
の
で
、

「
四
丁
目
で
じ
ゅ
く
の
な
な
め
上
の
家

で
す
。」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
四
年
生
の

時
で
し
た
。

も
う
す
ぐ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
い
う
寒

い
時
で
し
た
。

そ
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
、
き

ら
い
な
マ
ラ
ソ
ン
も
終
え
て
家
に
帰
っ

た
時
、
道
路
に
立
っ
て
下
さ
っ
て
い
る

老
夫
婦
が
家
の
前
に
い
ま
し
た
。

（
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。）
と
思
い
声
を

か
け
る
と
、

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
。」

と
、
私
を
見
て
笑
っ
た
の
で
す
。
私
は

「
ど
う
か
さ
れ
ま
し
た
か
。」

と
聞
く
と
、
ふ
う
と
う
を
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
だ
し
て
、
私
に
わ
た
し
て
く
る
の
で

す
。

「
な
ん
で
す
か
、
こ
れ
は
。」

私
が
聞
く
と
、

「
い
や
、
孫
が
二
年
生
で
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
写
真
を
と
っ
て
い
た
ら
、
た
ま

た
ま
い
つ
も
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
て
い

る
女
の
子
が
い
た
か
ら
、
写
真
と
っ
て

ん
や
ん
か
。
目
が
悪
い
か
ら
、
ぶ
れ
た

り
し
て
る
か
も
し
れ
へ
ん
け
ど
な
。
わ

た
そ
う
と
思
っ
て
前
に
聞
い
た
と
お
り

に
き
て
み
て
、
あ
っ
て
る
か
わ
か
ら
ん

か
ら
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ら
そ
う
か
迷
っ

て
ん
け
ど
、
君
が
ち
ょ
う
ど
い
い
時
に

帰
っ
て
来
て
く
れ
た
ん
や
。」

と
笑
顔
で
い
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

そ
う
言
う
と
、

「
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
も
み
た
い
に
笑

顔
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
て
な
。
そ

の
笑
顔
が
と
て
も
生
き
い
き
し
て
て
、

私
た
ち
の
元
気
に
も
な
る
ん
で
す
よ
。」

と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
っ
て
家
に
も
ど
り
ま
し
た
。
家
に

帰
っ
て
写
真
を
見
て
み
る
と
、
全
部
私

が
真
ん
中
で
、
ぶ
れ
て
も
い
な
い
の
で

す
。
よ
く
考
え
る
と
二
年
生
と
四
年
生

は
、
ル
ー
ト
も
ち
が
う
し
、
時
間
た
い

も
ち
が
い
ま
す
。
私
の
た
め
に
と
っ
て

下
さ
り
、
そ
れ
に
、
わ
ざ
わ
ざ
家
ま
で

持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
感
謝

し
て
も
、
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
最

近
は
、
少
し
お
話
す
る
ぐ
ら
い
で
す

が
、
あ
い
さ
つ
は
、
し
て
い
ま
す
。
お

ば
あ
さ
ん
の
ほ
う
は
、
遠
く
に
い
て

も
、
私
を
見
つ
け
だ
し
て
、

「
お
は
よ
う
。」

と
言
っ
て
下
さ
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
元
気
よ
く
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を

社
明
運
動
　

社
明
運
動
　 

府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 
社
明
運
動
　 

府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 
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し
て
い
き
た
い
で
す
。

近
所
で
少
し
暗
い
子
が
い
た
の
で
す

が
、
あ
い
さ
つ
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
か

ら
、
す
ご
く
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
私
は
、

「
あ
い
さ
つ
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
経

験
し
て
き
て
、
あ
い
さ
つ
は
、
み
ん
な

の
顔
に
笑
顔
を
作
っ
て
く
れ
る
、「
魔

法
の
言
葉
」
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
笑

顔
に
な
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
で
も
そ
れ
は
、
心
か
ら
言
っ
て
な

い
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
私
は
、
そ

う
思
い
ま
す
。
私
の
中
で
、
あ
い
さ
つ

が
め
ん
ど
く
さ
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い

人
は
、
私
た
ち
近
所
の
よ
う
に
、
自
分

で
ル
ー
ル
を
作
っ
た
り
、
最
初
は
い
や

い
や
で
も
い
い
か
ら
、
あ
い
さ
つ
を
し

て
み
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
と

気
持
ち
悪
く
な
っ
て
く
る
時
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
最
初
は
い
や
い
や
で
も
、

最
後
は
、
笑
顔
を
つ
く
る
の
を
目
標
に

し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
も

少
し
づ
つ
、
明
る
い
社
会
を
目
指
し

て
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
く
と
い
い
と

思
い
ま
す
。
私
も
、
こ
れ
か
ら
ず
う
っ

と
笑
顔
に
元
気
で
、
あ
い
さ
つ
を
し

て
、
社
会
を
明
る
く
し
て
い
き
た
い
で

す
。

小
学
生
の
部
・
京
都
新
聞
社
賞

「
笑
い
で
社
会
を
明
る
く
す
る
」

精
華
台
小
学
校
６
年
　
橘
　
香
奈
江
　

私
は
、
何
か
身
近
な
こ
と
で
、
社
会

を
明
る
く
で
き
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

私
が
見
つ
け
た
の
は
「
笑
い
」
で
す
。

私
に
は
弟
と
妹
が
い
ま
す
が
、
い
つ

も
ケ
ン
カ
を
し
ま
す
。
で
も
笑
っ
て
い

る
時
は
「
楽
し
い
。
幸
せ
だ
な
。」
っ

て
思
う
か
ら
、
ケ
ン
カ
す
る
気
分
に
な

ん
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
家

で
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
ケ
ン
カ
も
あ
ま

り
起
こ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
の
で

そ
れ
が
家
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
が
、

も
っ
と
言
え
ば
世
界
全
体
が
「
笑
い
」

で
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、
社
会
も
も
っ

と
明
る
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
る
と
、
私
が
い
つ
も

「
幸
せ
だ
な
ぁ
。」
と
思
う
の
は
、
笑
っ

て
い
る
時
な
の
で
す
。

今
の
世
の
中
、
殺
人
や
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
、
暗
い
事
件
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
き

て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

事
件
が
起
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
た
時
、「
こ
の
人
達
っ
て
、
幸
せ
な

の
か
な
？
」
と
、
ふ
と
疑
問
に
思
い
ま

し
た
。
だ
っ
て
、
幸
せ
な
人
が
人
を
殺

そ
う
だ
な
ん
て
思
っ
た
り
し
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
よ
う
に
人
を
殺
し
た
り
付
き
ま

と
っ
た
り
す
る
人
達
は
、
幸
せ
で
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
人
達
が
も
っ
と
笑
い
で
あ
ふ
れ
た
生

活
を
送
っ
て
い
れ
ば
、
罪
を
お
か
さ
ず

に
す
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
笑
い
」
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
電
気
や

水
、
お
金
を
使
わ
ず
に
人
を
明
る
く
楽

し
く
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
で
す
か
ら
私
は
、「
笑
い
」
を

も
っ
と
も
っ
と
増
や
せ
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
も
も
っ

と
も
っ
と
明
る
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
暗
い
事
件
を
な
く
し
、
世
界
を

平
和
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。最

近
、
笑
う
と
体
の
め
ん
え
き
力
が

高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
笑
え
ば
幸
せ
に
も
な
る
だ
ろ
う

し
、
体
の
め
ん
え
き
力
も
高
ま
り
、
病

気
に
か
か
る
人
も
少
し
は
減
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
私
は
、「
笑

い
」
っ
て
す
ご
い
な
ぁ
、
と
思
い
ま
し

た
。私

は
、「
笑
い
」
は
人
を
幸
せ
に
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ど
ん

な
時
に
、
ど
う
す
れ
ば
、
人
は
笑
う
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し

た
。私

は
、
イ
ヤ
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
弟

や
妹
と
ケ
ン
カ
し
た
り
し
て
も
、
他
に

楽
し
い
こ
と
を
す
れ
ば
そ
ん
な
気
持
ち

ふ
っ
飛
ん
で
い
き
ま
す
。
他
に
楽
し
い

こ
と
と
い
え
ば
、
他
の
人
と
笑
っ
た

り
、
お
笑
い
番
組
を
見
た
り
、
そ
の
ケ

ン
カ
相
手
と
も
笑
っ
た
り
。
お
か
し
な

こ
と
を
み
ん
な
で
笑
い
、
に
ぎ
や
か
に

な
り
、
心
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
こ
と
で

す
。
私
な
ん
か
、
弟
や
妹
と
ケ
ン
カ

し
、「
今
度
こ
そ
絶
対
許
し
て
や
る
か
。」

な
ん
て
思
っ
た
り
も
す
る
け
ど
、
笑
っ

た
り
、
少
し
時
間
が
た
っ
た
ら
、
な
ん

で
ケ
ン
カ
し
た
の
か
も
、
何
を
お
こ
っ

て
い
た
の
か
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
し
て
ケ
ン
カ
し
て
た
弟
や
妹
と
、

「
絶
対
し
ゃ
べ
ら
な
い
。」
っ
て
思
っ
て

い
た
の
に
い
つ
の
間
に
か
し
ゃ
べ
っ

ち
ゃ
っ
て
て
、「
あ
っ
、
し
ゃ
べ
ら
な

い
っ
て
決
め
た
の
に
。」
と
、
何
か
く

や
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
で
も
そ

れ
で
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
気
付
い

た
ら
し
ゃ
べ
っ
て
た
、
気
付
い
た
ら
一

緒
に
笑
っ
て
た
。「
ご
め
ん
ね
。」
っ
て

謝
る
だ
け
が
仲
直
り
じ
ゃ
な
い
、
そ
う

い
う
仲
直
り
の
仕
方
も
良
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
私
は
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

こ
れ
も
家
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
で
き
た
ら
、
社
会
も
明
る
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
い
ま
し

た
。

「
笑
い
」
は
社
会
を
明
る
く
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
は
、
自
分
で
も

い
い
発
見
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
た

ま
た
ま
、
笑
っ
て
い
る
時
は
幸
せ
だ
と

日
頃
思
う
な
、
と
い
う
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
ま
で
考
え

ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
自
分
で
も
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
ま
す
。
私
は
「
笑
い
」
で

社
会
は
明
る
く
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
笑
う
こ
と
、
笑
わ

す
こ
と
も
大
切
に
し
、
笑
い
な
が
ら
生

き
て
い
き
た
い
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
　

人
権
啓
発
課
啓
発
係

（
4

９
５
―
１
９
１
９
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

MARCH



せ
い
か
地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集 

MARCH

HANASOU 16

総
務
省
に
よ
る
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
楽
し
む
た
め
の
説
明
会
を
３
月
13

日
�
〜
14
日
�
、
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

町
で
は
昨
年
の
９
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
や
各
地
区

集
会
所
な
ど
で
同
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
同
じ
内
容
で
再
び
開

催
す
る
も
の
で
す
。

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
地
デ
ジ
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
説
明
し
ま

す
。
ご
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
無

料
で
、
事
前
申
し
込
み
も
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

前
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
や
、
再

度
説
明
を
聞
き
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
３
月
13
日
�

午
後
４
時
〜
６
時
／
む
く
の
き
セ
ン

タ
ー
２
階
第
３
会
議
室

▼
３
月
14
日
�

午
後
２
時
〜
４
時
／
か
し
の
き
苑
１

階
会
議
室
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

○
問
い
合
わ
せ

◆
日
程
に
つ
い
て

財
政
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

（
4

９
５
―
１
９
１
４
）

◆
内
容
に
つ
い
て

総
務
省
京
都
府
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
説
明
会
事
務
局

（
4
０
７
５
―
２
５
３
―
０
８
１
７
・

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

総
務
省
で
は
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
意
見
・
要
望
を
聞
く
「
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

近
畿
２
府
４
県
在
住
の
満
20
歳
以
上

の
方
が
対
象
で
、
定
員
は
１
３
０
人
で

す
。
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
や
モ

ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
・
依
頼
者
の

み
）
へ
の
出
席
が
主
な
活
動
で
す
。
回

答
・
出
席
者
に
は
謝
礼
金
を
お
支
払
い

し
ま
す
。
委
嘱
期
間
は
今
年
６
月
１
日

〜
来
年
３
月
31
日
、
申
込
期
間
は
、
４

月
２
日
�
ま
で
で
す
。

希
望
者
は
、
は
が
き
の
裏
面
に
「
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
・

応
募
動
機
」
を
記
入
し
、
表
面
に
「
モ

ニ
タ
ー
希
望
」
と
書
い
て
、
左
記
の
と

こ
ろ
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

soum
u.go.jp/soutsu/kinki/

）
か

ら
も
応
募
可
能
で
す
。

応
募
で
収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、

モ
ニ
タ
ー
の
選
考
・
活
動
の
ご
連
絡
な

ど
、
本
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
運
用
に
の
み

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
５
４
０
―
８
７
９
５

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
―
５
―
44

近
畿
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部
電
気

通
信
事
業
課

（
4
０
６
―
６
９
４
２
―
８
５
１
８
・

平
日
の
み
）

ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
移
行

現
在
の
共
聴
施
設
を
有
線
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
へ
の
置
き

換
え
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
の
再
送
信
を
視
聴

可
能
と
す
る
も
の
。
た
だ
し
、

そ
の
施
設
を
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

の
た
め
に
改
修
し
た
場
合
よ
り

安
価
な
場
合
に
限
り
ま
す
。

③
新
設
建
築
物
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
の
難
視
聴
が
生
じ
る
地
域
で
、

難
視
聴
解
消
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設

そ
の
地
域
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
後
に
、

建
築
物
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

▼
助
成
金
額

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
に
不
可
欠

な
施
設
の
設
置
、
置
換
な
ど
に
要
す

る
総
経
費
に
対
し
て
以
下
の
額
を
助

成
し
ま
す
。

①
②
…
…
２
分
の
１
の
額

③
…
…
…
３
分
の
２
の
額

○
助
成
金
申
請
・
問
い
合
わ
せ

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）

（
4
０
５
７
０
―
０
９
３
―
７
２
４
・

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

※
助
成
金
申
請
は
、
各
都
道
府
県

の
デ
ジ
サ
ポ
で
受
け
付
け
ま
す
。

デ
ジ
サ
ポ
京
都

（
4
０
７
５
―
２
１
２
―
９
３
４
５
）

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
Ｉ
Ｔ
技
能
を
、

多
く
の
方
の
た
め
に
活
用
し
ま
せ
ん

か
。基

礎
相
談
な
ど
の
相
談
業
務
の
ほ

か
、
町
主
催
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
講
師
な
ど
も
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
ス
キ
ル
向
上
の
た

め
の
研
修
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
て
お

ら
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

ご
興
味
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

下
記
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

せ
い
か
地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
登

録
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.seika.kyoto
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

〈
ア
ク
セ
ス
手
順
〉

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ→

各
課
の
窓
口→

情
報
シ
ス
テ
ム
係→

せ
い
か
地
域
Ｉ

Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー→

せ
い
か
地
域
Ｉ
Ｔ

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録

○
問
い
合
わ
せ

財
政
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係
（
せ
い

か
地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局
）

（
4

９
５
―
１
９
１
４
）

（
6

９
３
―
２
２
３
３
）

総
務
省
で
は
こ
の
ほ
ど
、
受
信
障
害

対
策
共
聴
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
な

ど
に
関
し
て
交
付
し
て
い
る
助
成
金
の

対
象
を
、
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
は
、
ビ
ル
の
陰
な
ど
の
受
信
障

害
対
策
用
の
共
同
受
信
施
設
（
受
信
障

害
対
策
共
聴
施
設
）
で
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

現
在
、
既
に
募
集
中
で
す
が
、
予
算

の
上
限
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
終

了
と
な
る
予
定
で
す
。

▼
対
象
者

受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設
の
管
理

者
…
…
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

法
・
有
線
電
気
通
信
法
の
規
定
に
基

づ
く
申
請
者
・
届
出
者
ま
た
は
そ
の

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
。
共
聴
組

合
（
渡
し
切
り
補
償
契
約
に
よ
り
利

用
者
側
に
施
設
が
譲
渡
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
を
想
定
）
も
含
み
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
は
除
き
ま

す
。

▼
対
象
事
業

①
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設
の
デ

ジ
タ
ル
化
改
修

現
在
の
共
聴
施
設
を
デ
ジ
タ
ル

化
対
応
に
改
修
す
る
も
の

②
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設
の
ケ
ー

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集
中

受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設 

地
デ
ジ
説
明
会
、

地
デ
ジ
説
明
会
、 

再
び
開
催

再
び
開
催 
地
デ
ジ
説
明
会
、

地
デ
ジ
説
明
会
、 

再
び
開
催

再
び
開
催 
地
デ
ジ
説
明
会
、

再
び
開
催 
地
デ
ジ
説
明
会
、

再
び
開
催 



17 HANASOU

地域住民の学びの場として昨年度からスタートした、精
華中学校シニア・スクールの２期生を募集しています。同
スクールは、地域に開かれた学校づくりを目指し、中学校
の空き教室を利用して開講されているものです＝写真。シ
ニア・ミドル世代の方を対象に行っており、社会教育など
で行われている内容を学習します。
ぜひ、ご参加いただき、中学生とともに学び、交流を深
めてください。

MARCH

�日　　時
◆前期 ５月６日(木)～10月８日(金)
◆後期 10月12日(火)～平成23年３月24日(木)
◆通年 ５月６日(木)～平成23年３月24日(木)
毎週火曜日 午前９時45分～午後０時45分(１日３講座)
�場　　所
精華中学校
�対 象 者
町内在住のシニア・ミドル世代の方（詳しくは右記のと
ころへ）
�定　　員
上表の通り(各講座共に先着)
�受講方法
希望講座を選択し、受講していただきます。
�申込期間
３月26日(金)まで　受付時間：平日午前９時～午後４時

�申込方法　
希望講座を電話で下記のところへ。
�そのほか
・受講料は無料ですが、講座内容によっては、教材費を
徴収します。
・講座によっては曜日を変更する場合があります。
・今回は前期と通年の講座のみ募集します。
・講師の都合で開講できない講座がある可能性がありま
す。ご了承ください。
・受講決定通知は４月上旬にお送りします。
・４月下旬に受講生対象のオリエンテーションを予定し
ています。

○申し込み・問い合わせ
精華中学校 シニア・スクール事務局
(4 94_2013・6 94_2054)

講座内容(予定) 
パソコンで何かを作ってみましょう。自分のできることから始めて、パソ

コンに慣れましょう。 

精華町や南山城地域の歴史について、時代やテーマに沿って学習します。 

生花から額作りまで行います。 

読みたい絵本を選び、どのように語れば、聞き手の心の中にお話が届くか

「読み聞かせ」の技術を学んでいただきます。 

地域の聴覚障害者の方と交流し、手話で簡単な会話をしましょう。 

食べておいしい米作りを目指します。水田の土作りから調整作業まで、玄

米になるまでを学習します。 

季節の花を使った「寄せ植え」の講習と実習を行います。 

ガーデニング手法、植物の育て方、管理の仕方などについて学習します。 

菜園の土作り、作物に合う土作りや品種、農薬の取り扱い、鍬の使い方な

どを学習します。 

健康、食事のとり方などについての講義と調理実習を行います。 

池坊の入門編を講義と実習を通して行います。 

一服のお茶を通して受講生の皆さんと和みましょう。 

懐かしい歌、新しい歌をみんなで楽しく歌いましょう。 

講座番号 

１ 
 

２ 

３ 

４ 
 

５ 

６ 
 

７ 

８ 

９ 
 

10
11
12
13

講座名 

パ ソ コ ン  
 

町史・歴史  

押 し 花  

読み聞かせ  
 

手 話  

稲 作  
 

寄 せ 植 え  

ガーデニング 

家 庭 菜 園  
 

健康メニュー 

華 道  

茶 道  

コ ー ラ ス  

コース 

前期 
 

前期 

前期 

前期 
 

前期 

通年 
 

前期 

前期 

通年 
 

前期 

前期 

前期 

通年 

定員（人） 

40

20
20

15

35

15

25
35

20

20
20
15
35

開講予定講座 

※講座回数は各講座によって異なります。 
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相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
３
月

１
日
�
、
相
楽
会
館
１
階
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
近
年
の
消
費
相

談
の
多
様
化
、
高
度
化
に
対
応
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
消
費
生
活
相
談

員
を
配
置
し
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や

架
空
請
求
、
多
重
債
務
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、

自
主
交
渉
の
助
言
や
あ
っ
せ
ん
、
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

丁
寧
に
相
談
に
応
じ
ま
す

▼
自
主
交
渉
の
助
言

「
訪
問
販
売
で
買
っ
た
も
の
を
解

約
し
た
い
の
で
す
が
…
…
」

期
間
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
方
法
な
ど
を
助
言

し
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分
で
解
決

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

▼
苦
情
処
理
の
あ
っ
せ
ん

「
契
約
し
て
か
ら
時
間
が
経
ち
ま
し

た
が
、
や
は
り
解
約
し
た
い
…
…
」

契
約
に
問
題
が
あ
っ
た
と
き
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
者
と
の
間
で

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
し
ま
す
。

▼
ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
情
報
提
供

「
変
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
ん
で
す

が
…
…
」

消
費
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
、
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

※
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門

家
の
支
援
が
必
要
な
場
合
は
、
適

切
な
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

巡
回
相
談
も
あ
り
ま
す

４
月
か
ら
週
１
回
、
相
楽
郡
内
の

町
村
で
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

精
華
町
で
は
今
ま
で
と
同
様
、
町
役

場
で
行
い
ま
す
（
38
ペ
ー
ジ
参
照
）。

「
相
談
に
行
き
た
い
け
ど
家
か
ら
遠

く
て
行
け
な
い
」
と
い
う
方
も
、
お

近
く
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
近
な
味
方
で
す

日
常
生
活
の
な
か
で
、
ど
ん
な
に

気
を
つ
け
て
い
て
も
、
あ
る
日
突
然
、

消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
「
こ
ん
な
こ
と
を
聞

い
て
も
」「
仕
方
な
い
わ
」
な
ど
と

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局

（
4

７
２
―
０
４
２
１
）

�対 象 者 町内に１年以上在住し、本年度中に満15
歳以上になる方
※既にこの補助を受けた方を除きます。

�要　　件
・自費で30日以上、海外留学や海外での国際協力活
動を行うこと
※企業などからの派遣や観光旅行を除きます。
・帰国後、町などが主催する国際化推進事業などに
積極的に参加すること
・上記事業で留学体験などを発表できること
・申請時と帰国後に留学などに関する小論文を提出
すること(小論文は本誌・町ホームページなどに掲
載)

�補 助 金 ５万円(最高限度額)
�申請方法 出国前に、所定の申請書を直接、下記の

ところへ。

○申請・問い合わせ
企画調整課 企画係 (4 95_1900・6 95_3971)

海外体験補助金を交付海外体験補助金を交付

　物品の有効利用をはかるため、再利用品の紹介
をしています。産業振興課が窓口となりますが、
交渉は直接、本人同士でしていただきます。 
 

【ゆずります】 
　● パソコン台 
　　(奥行き55cm・幅60cm・高さ130cm)
　● 学習机(２台) 
 

【ゆずってください】 
　● 星の光幼稚園男子制服(100cm以上)・ 
　　 靴(15cm以上) 
 
○問い合わせ 
　産業振興課 商工振興係 
　(4 95－1903・6 95－3973)

�相談窓口日時 
毎週月曜日～金曜日 午前９
時～午後４時 
※祝・休日、年末年始を除
きます。 

�相談専用ダイヤル 
　472_9955

Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

相
楽
会
館 

公
立
山
城
病
院 

山
城
南 

保
健
所 

山
城
広
域 

振
興
局 

24

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設 
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精北小学校では、学校教育目標を「確かな学力と豊か
な人間性を身に付け、生きる力に結びつく行動力・実践
力のある児童の育成」と定めています。学力の充実・向
上、豊かな体験活動の推進、生命や人権の尊重など、子

どもの健やかな成長を目指して教育活動に取り組んでい
ます。今回は、豊かな体験活動に関する取り組みを一部
紹介します。

きょういくの窓 �

【自然体験活動】 
　のどかな田園地という地域の特性を生かし、
地元の農家の協力で米やサツマイモ作りを
体験しています。 
　収穫した作物は、
給食や調理実習など
で使います。 

【文化体験活動】 
　高学年の精北タイムでの大正琴の練習は、
同校が継続して取り組んでいる体験活動です。 
　卒業生を送る会や
町内小中学校による
文化交流会などで発
表します。 

【人権教育】 
　人権教育を全教育活動に位置づけ、推進
しています。 
　本年度は「人権の
花運動」にも取り組
んでおり、地域の福
祉施設などに寄贈す
る予定です。 

【幼保小連携】 
　幼児期から小学校への円滑な移行を図る
観点から、さまざまな機会を通して児童と
幼児が触れ合う場を
設けています。２年
生は手作りおもちゃ
コーナーを作り、交
流しました。 

【福祉体験活動】 
　思いやりのある心を持って助け合う態度や、
人として共に生きる心情を培うため、高齢
者との交流を図った
り、アイマスクや手
話・車椅子の体験学
習を行ったりしてい
ます。 

【生涯学習課との連携】 
　毎月１回「精華まなび体験教室精北教室」
を開催しています。工作・ゲーム・スポー
ツなど、児童が楽し
んで参加できる内容
を行っています。 

【PTAとの連携】 
　親子のふれあいや地域との連携を、PTA活動の一つとしています。学校と家庭が協力して児童
の健やかな成長を支援しています。学年単位の親子活動や、全校での「精北夏祭り」など多くの
活動に取り組んでいます。 
「精北夏祭り」には、上記の「精北教室」のスタッ
フやゲートボール協会の方などの協力も受けて
います。 

○問い合わせ 学校教育課 学校教育係 (4 95_1906・6 94_5176)




